
 
 
 

会 

員 

連 

絡 
Ⅰ 
大
会
に
つ
い
て 

第
五
九
回
総
会
及
び
第
六
六
回
大
会
が
、
五
月
一
九
日
（
土
）
、
二
〇
日
（
日
）
の
両
日
、
千
葉
大
学
西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
別
途
添
付
資
料
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

・
同
封
の
葉
書
で
大
会
及
び
懇
親
会
の
出
欠
を
、
五
月
七
日
（
月
）
ま
で
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

・
会
場
周
辺
に
は
飲
食
店
が
少
な
い
た
め
、
二
〇
日
（
日
）
の
弁
当
（
千
円
）
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
同

封
の
葉
書
に
ご
記
入
下
さ
い
。 

Ⅱ 

委
員
の
選
出
に
つ
い
て 

本
年
度
は
役
員
選
挙
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
選
挙
規
定
に
従
い
投
票
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
五
月
一
六
日(

水)(

必
着)

ま
で
に
事

務
局
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
封
筒
に
は
選
挙
用
紙
以
外
の
も
の
は
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
大
会
会
場

で
は
、
五
月
二
〇
日(

土)

正
午
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
会
則
及
び
選
挙
規
定
は
『
哲
學
』
（
第
五
八
号
）
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
女
性
委
員
が
極
め
て
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
委
員
会
は
男
女
共
同
参
画
ワ
ー
キ
ン
グ
・グ
ル
ー
プ
の
提
言
を
受
け
、

投
票
に
際
し
て
ご
配
慮
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

Ⅲ 

会
費
に
つ
い
て 

会
費
を
お
納
め
下
さ
い
。
会
費
は
年
六
千
円
で
す
。
会
費
年
度
は
三
月
一
日
か
ら
二
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
未
納
分
の
合

計
は
封
筒
の
宛
名
ラ
ベ
ル
の
右
下
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
（
金
額
が
ゼ
ロ
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
符
号
が
つ
い
て
い
る
場
合
は
、
入

金
超
過
で
す
の
で
、
お
支
払
い
に
な
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
な
お
、
納
入
会
費
額
は
二
〇
〇
七
年
二
月
の
資
料
に
基
づ
い
て

お
り
ま
す
。
行
き
違
い
の
節
は
ご
容
赦
下
さ
い
（
会
費
四
年
以
上
未
納
の
会
員
に
は
、『
哲
學
』
の
送
付
を
停
止
し
て
お
り
ま
す
）。

領
収
証
は
郵
便
振
替
用
紙
の
払
込
票
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

Ⅳ 

自
然
退
会
に
つ
い
て 

日
本
哲
学
会
で
は
、
会
費
未
納
期
間
が
九
年
以
上
の
会
員
の
方
に
つ
い
て
は
、
自
然
退
会
と
し
て
処
理
し
ま
す
。
た
だ
し
、
会

費
が
四
年
以
上
未
納
と
な
り
雑
誌
『
哲
學
』
の
送
付
を
停
止
し
た
後
も
、
退
会
届
が
未
提
出
で
あ
る
場
合
に
は
、
引
き
続
き
会

員
と
し
て
登
録
し
て
お
り
、
会
費
も
請
求
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
退
会
申
請
者
で
会
費
未
納
分
の
あ
る
方
や
、
自
然
退
会
と

な
っ
た
方
に
つ
い
て
も
、
『
哲
學
』
送
付
期
間
の
未
納
分
の
会
費
は
納
付
い
た
だ
く
よ
う
に
求
め
て
お
り
ま
す
。 

Ⅴ 

学
会
名
簿
に
掲
載
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て 

T

日
本
哲
学
会
で
は
個
人
情
報
保
護
法
を
遵
守
し
会
員
の
皆
様
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
が
、
学
会
名
簿
に
記
載
す
る
個

人
情
報
の
範
囲
（
住
所(

ま
た
は
連
絡
先)

・
電
話
番
号
・
所
属
・
職
名
）
に
関
し
て
、
削
除
を
希
望
す
る
項
目
が
あ
る
方
は
、
同
封
の
葉

書
に
て
二
〇
〇
七
年
五
月
七
日
ま
で
に
学
会
事
務
局
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。T 

Ⅵ 

公
募
論
文
に
つ
い
て 

１ 

論
文
テ
ー
マ 

哲
学
に
関
す
る
も
の
。
た
だ
し
、
未
公
刊
の
も
の
に
限
る
。 

２ 

応
募
資
格 

 

当
年
度
会
費
を
納
入
済
み
の
日
本
哲
学
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
年
度
の
『
哲
學
』
に
公
募
論
文
が
掲
載
さ
れ

た
者
を
除
く
。 

３ 

使
用
言
語 

 

日
本
語
、
も
し
く
は
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
。 

４ 

原
稿
分
量 

 

以
下
の
形
式
で
応
募
し
て
下
さ
い
。 

・
日
本
語
、
欧
文
、
い
ず
れ
の
場
合
も
句
点
、
ピ
リ
オ
ド
等
も
字
句
数
に
数
え
る
。 

・
枚
数
は
厳
守
の
こ
と
。 

・
日
本
語
の
場
合
：
本
文
と
注
を 

四
〇
字
×
四
〇
行
で
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て 

(

改
行
な
ど
に
よ
る
ス
ペ
ー
ス
も
含
め
て)

 

一
〇
枚
以
内
。 

・
欧
文
論
文
の
場
合
：
本
文
と
注
を
含
め
六
〇
〇
〇
語
以
内
。
日
本
語
の
全
訳 (

も
し
く
は
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
順
序
に
忠
実

な
要
約)

 

を
付
す
こ
と
。 

５ 

欧
文
要
旨 
 

日
本
語
、
欧
文
論
文
と
も
に
、
三
〇
〇
語
程
度
の
欧
文
要
旨 (

英
・
独
・
仏
語
の
い
ず
れ
か) 

と
そ
の
日
本
語
訳
を
作
成

す
る
こ
と
。 

６ 

提
出
物 

 
 

以
下
の
要
領
で
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
を
必
要
部
数
揃
え
る
こ
と
。 

・
原
稿
は
Ａ
４
判
用
紙
に
左
記
の
要
領
で
印
刷
し
て
下
さ
い
。
応
募
原
稿
に
は
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
所
属
機
関
名
を
明

記
の
こ
と
。 



・
日
本
語
の
場
合
：
一
頁
四
〇
字
×
四
〇
行
で
印
字
し
た
も
の
を
五
部 

(

本
文
と
注
は
同
じ
ポ
イ
ン
ト
で)

 

。 

・
欧
文
論
文
の
場
合
：
特
に
印
字
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
日
本
語
訳
は
同
じ
く
一
頁
四
〇
字 

×
四
〇
行
で
印
字

し
、
欧
文
論
文
と
そ
の
日
本
語
訳
を
そ
れ
ぞ
れ
五
部
。 

・
欧
文
要
旨
と
そ
の
日
本
語
訳
を
各
五
部
。 

・
「
応
募
論
文
調
書
」
を
一
部(

調
書
の
書
式
は
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す)

。 

・
原
稿
フ
ァ
イ
ル 

(

ワ
ー
プ
ロ
用
の
フ
ァ
イ
ル
と
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
２
種
類) 

を
収
め
た
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ 

(

も
し
く

は
Ｆ
Ｄ)

 

一 

枚
。
氏
名
、
題
目
、
使
用
機
種
、
ソ
フ
ト
名
を
明
記
の
こ
と
。 

・
欧
文
論
文
の
場
合
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
チ
ェ
ッ
ク
を
あ
ら
か
じ
め
受
け
る
も
の
と
し
ま
す
。 

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
チ
ェ
ッ
カ
ー
に
よ
る
、
チ
ェ
ッ
ク
済
の
証
明
書
と
、
そ
の
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
経
歴
書 

(

と
も
に
書
式
自
由)

 

各
一
部
を
添
え
る
こ
と
。 

７ 

提
出
要
領 

 

以
上
を
揃
え
た
上
で
、
封
筒
の
表
に
「
公
募
論
文
原
稿
在
中
」
と
明
記
の
上
、
編
集
事
務
局
宛
に
郵
送
の
こ
と
。 (

な
お
、

提
出
さ
れ
た
原
稿
や
Ｃ
Ｄ-
Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
は
返
却
し
て
お
り
ま
せ
ん
。) 

８ 

応
募
締
め
切
り 

随
時
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
『
哲
學
』
次
号
掲
載
の
た
め
の
締
め
切
り
目
安
は
六
月
末
で
す
が
、
そ
の
期
日
内

に
提
出
さ
れ
た
論
文
で
あ
っ
て
も
、
採
用
さ
れ
た
論
文
の
数
が
多
い
場
合
や
、
書
き
直
し
等
に
よ
り
審
査
に
日
数
を
要
す
る

場
合
な
ど
、
次
々
号
以
降
に
掲
載
が
延
期
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

９ 

審 

査 
 
 

編
集
委
員
会
の
責
任
に
お
い
て
審
査
・
選
考
し
ま
す
。
審
査
の
過
程
で
問
題
点
を
応
募
者
に
指
摘
し
、
書
き
直
し
の
要
求

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不
採
用
に
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
そ
の
結
果
と
理
由
を
通
知
し
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
か
つ
て
「
不
採
用
」
と
判
定
さ
れ
た
応
募
者
が
、
新
た
に
論
文
を
投
稿
し
、
こ
の
新
規
投
稿
論
文
が
旧
論
文
と
ほ
ぼ
同

内
容
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、「
不
採
用
」
と
な
り
ま
す
。 

Ⅶ 

そ
の
他 

① 

『
哲
學
』
五
八
号
、
及
び
『
日
本
哲
学
会
第
六
六
回
大
会
予
稿
集
』
を
同
封
致
し
ま
す
。 

② 

二
〇
〇
六
年
八
月
以
降
の
新
入
会
員
名
簿
を
同
封
致
し
ま
す
。
新
し
い
『名
簿
』は
七
月
の
会
員
連
絡
に
同
封
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
住
所
等
変
更
の
あ
る
方
は
同
封
の
出
欠
葉
書
に
朱
書
き
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。 

③ 
T

加
藤
雅
人
会
員
か
ら
二
〇
〇
六
年
八
月
三
日
付
け
で
、
会
長
お
よ
び
編
集
委
員
長
宛
て
に
、
刊
行
し
た
著
書
に
お
け
る
著

作
権
侵
害
の
可
能
性
を
認
識
し
た
た
め
、
編
集
委
員
を
任
期
途
中
で
辞
任
し
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、
十
月
七
日
開
催

の
委
員
会
に
お
い
て
同
会
員
の
編
集
委
員
辞
任
を
承
認
し
た
。

T 

④ 

ご
連
絡
は
郵
便
ま
た
は
ｅ-

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

千
葉
大
学
文
学
部
内 

日
本
哲
学
会
事
務
局 

〒
二
六
三-

八
五
二
二 

千
葉
市
稲
毛
区
弥
生
町 
一-
三
三 

ｅ-

ｍ
ａ
ｉ
ｌ : nittetu@

eros.L.chiba
-u.ac.jp 

電
話: 090-3802

-5114
 

な
お
、
二
〇
〇
七
年
六
月
一
日
よ
り
事
務
局
校
が
移
転
い
た
し
ま
す
。
次
期
事
務
局
校
は
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
内 

日

本
哲
学
会
事
務
局
で
す
。
新
し
い
連
絡
先
は
決
定
次
第
、
日
本
哲
学
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

以
上 

二
〇
〇
七
年
四
月
一
日 

会 

員 

各 

位 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
哲
学
会
事
務
局 

 
 

 


